


連合三重が掲げる政策
統一地方選挙において

鈴鹿市長・津市長・東員町長選挙の推薦を決定しました。
（2015年2月24日 第18回執行委員会）

鈴鹿市
末松 則子

（現1・44才）

4月19 日（日）
告示日

4月26日（日）
投票日

津 市
前葉 泰幸

（現1・53才）

4月19 日（日）
告示日

4月26日（日）
投票日

東 員 町
水谷 俊郎

（現1・63才）

4月21日（火）
告示日

4月26日（日）
投票日

（抜粋）

◆ 生活者優先の立場で、勤労者・生活者・社会的弱者がゆとり、豊かさ、希望と安心を感じられるように、
県民生活の向上に取り組む。

◆ 内需拡大による地域経済の活性化で、産業振興と雇用の創出・安定を図るとともに、若年者、女性、
高齢者、障がい者等の雇用支援策を強化するほか、誰もが安心して働き続けられる労働環境の確保
対策に取り組む。

◆ 防災・減災機能を強化することで自然災害に強い、また、人に優しく多様で柔軟なまちづくりを推
進する。

◆ 男女平等社会の実現を図り、男女共同参画社会基本法による男女平等施策の推進に取り組む。

◆ 子ども・子育てを社会全体で支える仕組みを構築するとともに、教育の機会均等と、家庭・学校・
地域が一体となって、子どもが学ぶ教育環境の整備を図る。

◆ 誰もが安心して住み慣れた地域で生活できるように、医療・福祉サービス等が提供できる体制の構
築に向けて取り組む。

〈県議会議員選挙〉

◆ 地域活性化に向けた中小企業・地場産業等の育成・支援と雇用創出、人材育成に取り組む。

◆ ワーク・ライフ・バランス社会の実現のための推進体制の強化に努める。

◆ 公契約による公正な取引及び人件費の適正な確保に向け、公契約条例の制定に取り組む。

◆ 若年層、女性、高齢者、障がい者の雇用対策の強化と男女平等参画の推進に努める。

◆ 医療・介護の連携による「地域包括ケア」の体制構築と、地域医療提供体制の確立に努める。

◆ 多様な保育ニーズに応えるために子育てを社会全体で支える仕組みの構築に努力する。

◆ 大災害などに備えた安心・安全なまちづくりの推進に取り組む。

◆ 新しい公共と公平な社会の実現に努める。

◆ 子どものための教育の推進と差別のない社会で、住民が希望と生きがいの持てる社会を実現する。

〈首長選挙〉

働くことを軸とする
安心社会の実現




